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2010年度の見通しと重点施策

　2010年度の見通しは、国内の官需は継続

的に縮減し、民間企業の設備投資も一部分野

を除き緩やかな回復にとどまるものと想定さ

れます。

　このような厳しい事業環境の中、国内水処

理および廃棄物処理分野では、新規案件の受

注活動を推進するとともに、アフターサービ


